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1. はじめに 

1.1 調査の背景 

 国民の生活に欠かせない重要な社会インフラである上下

水道は、安心、安全、安定なサービスを提供するため継続

的に整備されてきており、面的な整備としてはほぼ達成さ

れつつある。近年は、高度経済成長期に大規模導入された

施設の老朽化に伴う更新需要の増大、少子高齢化に伴う総

人口の減少による水需要や財政状況の変化、東日本大震災

の発災による危機意識の変化等、様々な社会的背景のもと、

合理的な更新計画の立案、実施や、運転・維持管理の高度

化、省力化に対する重要性が高まっている。公共施設技術

委員会では、過去、ICT に関連する調査として、センサ技術、

広域統合化技術、セキュリティ・マネジメント技術、シミ

ュレーション技術、ヒューマンインタフェース技術などの

個別の技術に対する調査を行ってきた。一方、近年の、国

交省「下水道における ICT 活用に関する検討会」
(1)
や、総務

省「ICT 成長戦略」
(2)
等を踏まえて、上下水道分野でも ICT

活用の可能性や将来像等の検討を進めていくことが期待さ

れる。 

このような背景のもと、進展著しいモバイル端末やクラ

ウド等技術を含めた ICT 全般の活用を対象とする調査を多

様な視点から行うことにより、今後の上下水道の運転維持

管理や施設計画等を支えるシステムの将来像を検討するこ

とは重要である。 

1.2 調査の目的 

従来から、施設を直接運用するための監視制御設備をは

じめ、維持管理作業に活用できる設備台帳等の設備管理シ

ステムや保守支援システム、災害発生時に活用できる危機

管理/情報共有システム等、業務を効率的に行うために ICT
は既に活用されていた。その一方、近年になってスマート

フォン、タブレット端末、ウェアラブル端末等の高機能モ

バイル端末の普及、センサネットワーク、IC タグ、AR（拡

張現実）技術、クラウド、ビッグデータ解析等の ICT の発

展により、従来の業務効率化の範囲を超えた新たなサービ

スの可能性も考えられる状況にある。本調査専門委員会で

は、上下水道施設における ICT 活用の現状と近年の新しい

ICT 活用の可能性を調査し、上下水道の運転維持管理や施設

計画等を支えるシステムの将来像を検討した。 

1.3 調査検討事項 

上下水道施設の運用には、運転管理、維持管理、施設管

理/設備管理、更には情報公開等多岐の側面がある。これら

各側面の業務の高度化、効率化等を目指して ICT 活用が進

められている。 
本調査専門委員会では、前記各業務側面から、上下水道

プラントを対象として、以下の事項について調査・検討を

行った。 
①上下水道施設における現状の ICT 活用状況の調査 
②ICT に関する最新技術動向の調査 
③上下水道施設への ICT 活用に向けての提言 
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